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昭和50年 度後期 プ ログラム相 談票 の ま とめ

当 センターでは,プ ログ ラム相談時に 「プ ログ ラム相談票 」への記 入を行 な っていただ くようにな

って います.そ こで昭和50年 度後期 分(50年10月 一・・51年3月)の プ ログラム相談票 をま とめ

てみ ました.

質問事項 使用言語

利用手続 き,資 料

コ ン ト ロ ー ル カ ー ド

プログラムの書 き方

エラーの見方,み つ け方

ラ イ ブ ラ リプ ロ グ ラ ム

CPS

ファイル

XYプ ロ ッ タ

磁気 テー プ

その他

計
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FORTRAN-D

FORTRAN-H

ALOOL

その他

計
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8
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157

エ ラー の現象

エラーの原 因

コ ン ト ロ ー ル カ ー ド誤 り

FORMAT文 誤 り

入力 デー タ誤 り

配 列 オ ー バ ー

COMMON変 数の対応誤 り

未定義変数使用
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コ ン ト ロ ー ル カ ー ドエ ラ ー

コ ン パ イ ル エ ラー

宣言文誤り

引数誤 り

論理誤り

文法誤り

ライブラリ使用方法 の誤 り

シ ス テ ム エ ラ ー

原因不明

その他

計

結合編集(LIED)エ ラー

実行時のエ ラー

エラーメ ッセージはな く結果

がおかしい

その他

計
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相談結果

解 決

利用者 がチェック

未 決

キ ャンセル処理

その他

計

88

36

18

2

13

157



勺FORTRANHに つ いて

FORTRAN-Hの 利 用者はまだまだ少 ないようです.FORTRAN-Dよ り も機能 が拡 張 されてお り,

他 の機種 との互換性 もあ ります.(た とえば,FACOM230-28)

現 在,FORTRAN-Hコ ンパ イラはEOO4(VOZLO3)の もの を使 ってい ますが,こ れは当初の

もの(EOO3)に 比 べて,か な り内容 が改善 されてい ます.(OPTIMIZATION,コ ンパ イラの大き

さが43Kか ら41Kに な ってい るな ど)

現 在,複 素数型の配列要素名を,関 数 やサブルーチンの実引数 として使 用す ると,コ ンパ イル中に

FT599ZINTERNALCOMPILERERRORIDENTIFICATIONNO.()と い うエ

ラー メッセージが出て,異 常終 了します.(OPTO,OPT2共)こ れは,複 素数型 配列要素名 を,

複素数型単純変数に置 きか えて使用 することで避 けられます.

FORTRAN-Hの 標 準関数 の引用 で,数 人の利用者が同じエラー を起 こしてい るの があ りました.

4倍 精度の引数が許 されていない関数(双 曲正 弦,逆 正弦等)を 呼 び出 して,LIED時 に

LD213XMITEIGIKIGOU**F・QSINH**の エ ラー を出 していました.い ず れ も4

倍精度の関数 を直接 引用してい るの ではな く,DOUBI、Eパ ラメー タを指定 したため,あ るいは総称

関数名(ASIN,SINI{等)を 引用 したために起 きた とい うもので した.

な お,総 称関数名 のASIN,ACOSを4倍 精度の引数 で引用す ると,LD211ZCALL-BUN

NOFILEGALIBRARYNOKEISHIKIDENAI**FORTLIBH**と い うエラー

メッセー ジが出ますが,こ れは前記のLD213Xの エ ラー メッセー ジが出 るべ き ものです.こ れecつ

い ては,エ ラーメ ッセー ジが適切 でないので,富 士通 に修正依頼 をしています.

・ 実行時の ファ イル利用について

最近,実 行時 のファ イル利用 によるファイルの アクセス回数が問題 になってい ます.大 量 のデー タ

をファイルに入出力 す ると,当 然 アクセス回数 は多 くなって きますが,で きるだけアクセス回数 を減

らす対策 として,ブ ロックを大 き くす る方法 があ ります.現 在,ブ ロック長 は何 も指 定 しないと,2561

語 ですが,こ れは1600語 まで大 きくす ることができます.(FORTRAN-Dの 場 合)

ま た,FORTRAN-Dで は ブロック長 を大 きくす ると,OPTION文 のBUFFERFnの 指 定をしな

けれ ばな りません.

・OPTION文 の使 い方 について(FORTRAN-D)

OPTION文 は,次 のOPTION又 が 来 ると前のOPTION文 の機能 はな くなって しまいます.不

用意 に もOPTION文 を何枚 も入れたため,BUFFER=nの パ ラメータが働かな くて,実 行時fC

FT732ZERRORAT()*BLOCKSIZE>BUFFERSIZE*Fnnの エ ラー が起 きた

とい うよ うな ことがあ りました.

ま た,OPTION文 はパ ラメー タの種類に よって,そ の有効 範囲が変わ って きます.

以 下 にそれを示 します.



OPTION文 の 有効 範囲

1.OPTION文 の 次のステー トメン トよ り有効`こな るもの

・LIST/NOLIST

・SEQ/NOSEQ

・X

・DOUBLE(定 数 変換のみ)

・NODEBUG

20PTION文 の2つ 目以降の ステー トメ ン トよ り有効にな るもの

・ASTER(ま た は*)注

3.エ レメン トの最 後のOPTION文 の指定 が有効 にな る もの

・MAP/NOMAP

・FASP

・DOUBLE(定 数 変換 を除 く)

・OMIT

4.翻 訳 単位の最後のOPTION文 の指定が有効 にな るもの

・BUFFERi=n

注ASTER(ま た は*)の 指 定は,す ぐ後に続 く文が,デ バッグ行 であるとき,そ れに続 く全

ての デバ ッグ行 に対 して無効 とな ります.対 策 として,OPTION文 の す ぐ後にCONTINUE

文 を 入れ るとよいで しよう.

例

OPTIONAST正 】R

{、 。。}コ メントとなる

DOlI=1,N

lCONTINUE

*WRITE(6,150)X-一 一一一一→ 実 行 文 と な る

↓

OPTIONASTER

100CONTINUE

*WRITE(6,100)A


